
　
同
校
は
、
昭
和
46
年
に
坊
沢
、
七
座
、

黒
沢
、
緑
ヶ
丘
の
４
小
学
校
が
統
合
し
、

旧
坊
沢
小
学
校
の
校
舎
で
鷹
巣
町
立
鷹
巣

西
小
学
校
と
し
て
開
校
。
昭
和
48
年
に
現

校
舎
が
完
成
し
、
平
成
17
年
の
町
村
合
併

に
伴
い
、
北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
数
の
減
少

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
小
学
校
再
編
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
末
で
閉
校

し
、
新
年
度
か
ら
鷹
巣
小
学
校
と
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
校
式
に
は
、
児
童
や
教
職
員
の
ほ
か
、

保
護
者
、
地
域
住
民
を
含
め
約
３
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
津
谷
永
光
市
長
が
「
こ
れ

ま
で
児
童
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
数
々

の
輝
か
し
い
栄
光
と
実
績
は
地
域
の
方
々

　

市
立
鷹
巣
西
小
学
校
（
嶋
田
美
香
校
長
、
児
童
数
84
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
44
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
19
日
に
同

校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
３
０
０

人
が
出
席
し
、
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
き

た
同
校
の
歴
史
と
伝
統
は
、
鷹
巣
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校 

閉
校
式

昭
和
46
年

48
年

50
年

51
年

52
年

53
年

54
年

57
年

59
年

63
年

平
成
３
年

13
年

17
年

20
年

21
年

23
年

24
年

27
年

28
年

坊
沢
・
七
座
・
黒
沢
・
緑
ヶ
丘
の
４
小
学
校
を
廃
校

鷹
巣
町
立
鷹
巣
西
小
学
校
創
立
（
13
学
級
・
児
童
数
３
３
４
人
）

新
校
舎
落
成
式
典
挙
行

学
校
保
健
統
計
調
査
で
文
部
大
臣
表
彰

全
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男
女
優
勝

西
小
学
校
後
援
会
設
立　

健
康
優
良
学
校
秋
田
県
１
位
（
小
規
模
校
）

記
念
像
「
高
き
を
め
ざ
す
子
ら
」
建
立

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
秋
田
県
表
彰　

全
日
本
健
康
優
良
学
校
特
選
校
表
彰
（
東
京
）

記
念
碑
「
頭
と
体
と
心
の
健
康
な
子
ど
も
」
建
立

学
校
保
健
教
育
に
貢
献　
文
部
大
臣
表
彰

小
学
校
野
球
郡
市
大
会
優
勝
（
３
連
覇
）

全
日
本
よ
い
歯
の
学
校
表
彰
（
９
年
連
続
）

全
日
本
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
入
選

郡
市
小
学
校
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会
総
合
優
勝
（
３
連
覇
）

統
合
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

統
合
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
と
改
称　
「
西
っ
子
ま
も
る
隊
」
発
足

農
山
漁
村
宿
泊
体
験
学
習
＆
修
学
旅
行

（
６
年
生　
３
泊
４
日　
北
海
道
木
古
内
町
・
函
館
市
）

車
い
す
寄
贈
に
対
し
て
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
賞

統
合
40
周
年
記
念
式
典
挙
行　

「
こ
ど
も
読
書
活
動
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰

学
校
保
健
推
進
実
践
校
で
最
優
秀
校

閉
校
式
典
、
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
、
思
い
出
を
語
る
会

卒
業
者
数
１
４
８
５
人

鷹
巣
西
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：鷹巣西小学校閉校　44年の歴史に幕を下ろす

に
と
っ
て
も
大
き
な
名
誉
で
あ
り
、
北
秋

田
市
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
在
校
生
、

卒
業
生
、
そ
し
て
地
域
の
住
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
、
活
力
の
源
で
あ
っ
た
同
校

が
、
統
合
以
来
44
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
ご

支
援
と
ご
尽
力
、
学
校
統
合
へ
の
ご
理
解

に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
嶋
田
校
長
は
「
鷹
巣
小
学
校
の
先
生
や

友
だ
ち
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
学

校
を
創
る
こ
と
、
勉
強
や
運
動
が
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

仲
間
と
二
つ
の
学
校
の
良
さ
を
生
か
し
て
、

活
気
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
学
校
を
創
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
鷹
巣
西
小
学
校

は
、
思
い
出
と
な
っ
て
一
人
一
人
の
心
に

刻
ま
れ
、
大
き
な
自
信
や
誇
り
に
な
り
ま

す
。
鷹
巣
小
学
校
で
も
何
事
も
恐
れ
ず
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
更
な
る
飛
躍

に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の

明
石
求
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
庄
司
弘
秋
田
県
教

育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
松
尾
秀
一
市
議

会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
閉

校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
佐
藤
光
悦
委

員
長
か
ら
児
童
代
表
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
全
校
児
童
が
「
あ
り
が
と

う　
鷹
巣
西
小
学
校　
思
い
出
は
永
遠
に
」

と
題
し
て
歌
と
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、同
校
の
前
身
の
坊
沢
、七
座
、

黒
沢
、
緑
ヶ
丘
の
４
小
学
校
の
校
歌
を
披

露
し
た
ほ
か
、
校
史
や
思
い
出
を
振
り
返

り
「
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
力
に
変
え
て
、
私

た
ち
は
歩
き
出
し
ま
す
。
新
し
い
友
だ
ち
、

広
が
る
地
域
、
新
し
い
風
に
乗
っ
て
胸
を

張
っ
て
前
に
進
み
ま
す
。
あ
り
が
と
う
鷹

巣
西
小
学
校
」
と
声
を
合
わ
せ
体
育
館
に

響
か
せ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
嶋
田
校
長
が
津
谷
市

長
へ
校
旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
声
高

ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
44
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
校
庭
で
は
閉
校
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
碑
に
は
表
に
同
校
の

校
歌
の
歌
詞
、
裏
面
に
は
沿
革
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。　

　
は
じ
め
に
、
佐
藤
実
行
委
員
長
が
「
西

小
の
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
碑
が
完
成

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

慕
わ
れ
た
西
小
の
記
念
碑
が
、
地
域
住
民

に
見
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

▲嶋田校長から津谷市長に校旗が返納
されました

44
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

　
三
澤
仁
教
育
長
は
「
立
派
な
記
念
碑
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
閉
校
式
の
呼
び
か
け

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
西
小
で
学
ん
だ
力

を
基
に
、
新
し
い
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の
場

で
、
も
っ
と
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。　

　
ま
た
、「
思
い
出
を
語
る
会
」
が
ホ
テ

ル
松
鶴
で
開
か
れ
、
卒
業
生
や
旧
職
員
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
な
が
ら
思
い
出

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

閉校
記念特集

鷹
巣西小学校

44年の歴史に幕を下ろした市立鷹巣西小学校

　学校統合のため平成28年３月で閉校した鷹巣西小学校。閉校式では、全校児童が
鷹巣西小学校の前身の坊沢、七座、黒沢、緑ヶ丘の４小学校の校歌を披露したほか、
校史や思い出を振り返り、「楽しかった思い出を力に変えて私たちは歩き出します。
ありがとう鷹巣西小学校」などと呼びかけ、学び舎に別れを告げました。

　学校統合のため平成28年３月で閉校した鷹巣西小学校。閉校式では、全校児童が
鷹巣西小学校の前身の坊沢、七座、黒沢、緑ヶ丘の４小学校の校歌を披露したほか、
校史や思い出を振り返り、「楽しかった思い出を力に変えて私たちは歩き出します。
ありがとう鷹巣西小学校」などと呼びかけ、学び舎に別れを告げました。

西
小
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
大
き
な

自
信
や
誇
り
と
な
る　
　

嶋
田
校
長

輝
か
し
い
栄
光
と
実
績
は
地
域
の
名

誉
で
あ
り
市
の
誇
り　
　

津
谷
市
長

校
　
歌

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
石
岡
順
吉

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
柴
田
源
太
郎

一
、
み
ど
り
の
里
に
　
澄
ん
だ
空

　
　
の
ぞ
み
は
は
る
か
　
森
吉
の

　
　
高
き
を
め
ざ
し
　
す
こ
や
か
に

　
　
学
び
の
道
を
　
進
も
う
よ

　
　
進
も
う
み
ん
な
　
西
小
学
校

　
　

二
、
ゆ
た
か
な
稲
穂
　
わ
た
る
風

　
　
流
れ
は
尽
き
ぬ
　
米
代
の

　
　
広
さ
と
き
そ
い
　
あ
た
た
か
な

　
　
愛
の
手
か
た
く
　
つ
な
ご
う
よ

　
　
つ
な
ご
う
み
ん
な
　
西
小
学
校
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